


お便り・わが家のペット紹介
文芸の庭・クロスワード

ホウレンソウに挑戦！

レシピ

元気は口から！
オーラルフレイルについて



　
Ｊ
Ａ
女
性
部
丸
子
支
会
は
9
月
11
日
、

群
馬
県
み
ど
り
市
の
星
野
物
産
株
式
会
社

で
視
察
研
修
を
行
い
、部
員
37
人
が
参
加

し
ま
し
た
。同
社
は
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品

の「
手
振
り
う
ど
ん
」「
冷
し
中
華
」な
ど
の

麺
類
や
、「
む
し
パ
ン
ミ
ッ
ク
ス
」「
あ
げ
ら

く
天
」な
ど
を
製
造
し
て
い
る
食
品
メ
ー

カ
ー
で
す
。

　
参
加
者
は
乾
麺
加
工
施
設
で
製
造
工
程

を
見
学
。同
社
の
担
当
者
か
ら
商
品
の
特

徴
や
料
理
レ
シ
ピ
の
説
明
を
聞
い
て
商
品

知
識
を
深
め
ま
し
た
。参
加
者
は「
改
め
て

マ
ー
ク
品
の
良
さ
が
分
か
っ
た
。今
回
参
加

で
き
な
か
っ
た
部
員
に
も
料
理
教
室
な
ど

を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
室
賀
店
利
活
用
検
討
委
員
会
は
、同
店
1
階
の
事
務
所
を
改

装
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、組
合
員
や
地
域
住
民
を
対
象
に「
室
賀

健
康
広
場
」を
始
め
ま
し
た
。2
月
ま
で
全
6
回
コ
ー
ス
。10
月
2
日

に
開
い
た
第
1
回
健
康
広
場
に
は
、18
人
が
参
加
。体
力
測
定
や
血
圧

測
定
、血
管
年
齢
測
定
、聴
力・耳
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
し
た
後
、鹿

教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
三
才
山
病
院
の
健
康

運
動
指
導
士
を
講
師
に
、座
っ
て
で
き
る「
三
才
山
体
操
」を
全
員
で

行
い
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
の
宮
下
紀
雄
委
員
長
は「
冬
は
体
を
動
か
す
機
会
が
減

る
の
で
、こ
の
取
り
組
み
を
利
用
し
て
、健
康
を
維
持
し
て
ほ
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　
西
塩
田
地
区
営
農
活
性
化
推
進
組
合
は

9
月
23
日
、大
豆
オ
ー
ナ
ー
の「
枝
豆
収
穫

交
流
会
」を
開
き
ま
し
た
。県
内
外
か
ら
オ

ー
ナ
ー
と
そ
の
家
族
43
人
が
参
加
し
、6

月
に
ま
い
た
大
豆
の
一
部
を
エ
ダ
マ
メ
と
し

て
収
穫
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
19
年
目
。上
田
市
内

を
は
じ
め
東
京
都
、神
奈
川
県
、茨
城
県
な

ど
か
ら
26
組
が
登
録
し
て
い
ま
す
。参
加

者
は
、同
地
区
西
前
山
の
大
豆
畑
で
鎌
を

手
に
、実
が
多
く
付
い
て
い
る
も
の
を
選
ん

で
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
後
は
塩
田
の
館「
そ
ば
処
北
条
庵
」

で
、同
組
合
女
性
部
の
手
打
ち
そ
ば
と
取

れ
た
て
の
エ
ダ
マ
メ
、秋
ナ
ス
の
天
ぷ
ら
、

お
や
き
な
ど
旬
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
上
田
東
地
区
事
業
部
は
9
月
25

日
、Ｊ
Ａ
殿
城
店
で
折
り
紙
教
室
を
開
き
ま

し
た
。同
店
の
活
用
策
の
一つ
と
し
て
初
め

て
企
画
し
、殿
城
地
区
の
女
性
を
中
心
に
11

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
傳
田
常
美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
つ
ま

よ
う
じ
入
れ
」「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」「
傘
」の
三

種
類
の
折
り
紙
を
、1
時
間
半
ほ
ど
か
け
て

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
開
い
て
ほ
し
い
」「
手
先
を
使
う
の
で

認
知
症
予
防
に
も
な
る
」と
好
評
で
、教
室

は
2
カ
月
に
1
回
開
く
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。次
回
は「
く
す
玉
」と「
箱
」を
作
る

予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
は
9
月
29

日
、東
京
の
羽
田
空
港
旧
整
備
場
地
区
で

開
か
れ
た「
国
際
都
市
お
お
た
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
i
n『
空
の
日
』羽
田
」に
参
加
し
、東

御
市
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
い
ま
し

た
。同
市
の
友
好
都
市
、東
京
都
大
田
区
と

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
が
平
成
27
年
か
ら

開
い
て
い
る
も
の
で
、同
セ
ン
タ
ー
の
参
加

は
3
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
会
場
内
に
販
売
ブ
ー
ス
を
設
け
、同
セ

ン
タ
ー
と
同
市
職
員
ら
5
人
が
、種
な
し

巨
峰
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、秋
映
な
ど

の
果
実
類
と
野
菜
や
き
の
こ
な
ど
を
販
売

し
ま
し
た
。ブ
ド
ウ
と
リ
ン
ゴ
は
試
食
も

用
意
。来
場
者
か
ら
は「
と
て
も
甘
く
て
お

い
し
い
」と
好
評
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
真
田
営
農
セ
ン
タ
ー
は
、台
風
21
号
に

よ
り
リ
ン
ゴ
の
木
と
支
柱
が
倒
壊
す
る
被
害

が
生
じ
た
の
を
受
け
、行
政
や
生
産
者
ら
と

連
携
し
て
復
旧
作
業
を
行
い
ま
し
た
。生
産

者
、行
政
関
係
者
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
30
人
が
参

加
し
、9
月
5
日
か
ら
9
日
に
か
け
て
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
、本
原
地
区
と
傍

陽
地
区
の
新
わ
い
化
高
密
植
栽
培
の
リ
ン
ゴ

園
3
カ
所
で
被
害
が
発
生
。支
柱
ご
と
倒
れ

て
し
ま
っ
た
リ
ン
ゴ
の
木
を
、協
力
し
て
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
被
害
農
家
は「
早
速
集
ま
っ
て
作
業
を
し
て

も
ら
っ
た
。大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
仲
間
の

農
家
も
手
伝
っ
て
く
れ
て
、本
当
に
あ
り
が
た

い
」と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
長
和
町
大
門
窪
城
の
児
玉
隆
一
さ
ん
と
池

田
明
男
さ
ん
は
、棚
田
の
休
耕
田
を
利
用
し

て
ド
ジ
ョ
ウ
、モ
ロ
コ
、小
ブ
ナ
の
養
殖
を
し
て

い
ま
す
。「
宮
城
川
の
清
流
を
引
き
込
め
る
休

耕
田
を
利
用
し
て
ド
ジ
ョ
ウ
を
飼
っ
て
み
た

い
」と
の
思
い
か
ら
2
年
前
に「
宮
城
養
魚
事

業
」を
立
ち
上
げ
、特
産
化
を
目
指
し
て
養
殖

技
術
や
加
工
法
、料
理
法
の
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ド
ジ
ョ
ウ
と
小
ブ
ナ
は
鳥
の
食
害
を
防
ぐ

た
め
、草
を
生
や
し
た
水
田
を
利
用
し
、モ
ロ

コ
は
水
田
に
い
け
す
を
設
置
し
て
養
殖
し
て

い
ま
す
。「
生
産
量
は
ま
だ
わ
ず
か
だ
が
、清

流
で
育
て
た
と
い
う
付
加
価
値
を
生
か
し
、

ゆ
く
ゆ
く
は
道
の
駅
の
直
売
所
に
も
出
荷
し

た
い
」と
夢
は
広
が
り
ま
す
。　





09

ＪＡ職員が農家を訪問し、農畜産物についての知識を教わり、体感する企画。
JA JA

体験した2人に
感想をききました！

「私のモットーは『水』『空気』『大地』を大切にすることです。日本は他の国と比べて、
水も空気もきれいなので農業にとても適していると思います。しかし、日本の農地は
年々減少しているのが現状です。Ｕターン・Ｉターンで就農者が増えることももちろん
良いことですが、農家の子どもが親の跡を継いで今ある農地を守っていくことが、こ
れからの日本の農業にとって大切なのではないかと思います」

「毎日大量のお米を収穫する中で、
稲1本1本を観察し、地球温暖化に
よって米栽培が今後どう変わって
いくのか的確に予測している姿は
さすがだと思いました。小林さんが
コンバインを操作する姿はとても
若々しく生き生きしており、本当に
農業が好きなのだということが伝
わってきました」

「小林さんが『もう少し若ければ自分
で新しい品種の開発にも挑戦してみ
たい』と楽しそうに仰っていて、お米
作りに対する情熱を感じました。ま
た、お米はひとつひとつの工程でと
ても大切に扱われて出荷されてい
るのだなと感じました。今年は塩田
のお米を買って、今回のことを思い
出しながら食べたいです」

竹内さん保坂次長

最後に小林さんにインタビュー 農業への思い
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JA JA

JA職員の 農家訪問記JA職員の 農家訪問記

　9月中旬、（有）小林農園の水田とライスセンターに
おじゃましました。

今回おじゃましたJA職員

上田市小島　（有）小林農園 代表取締役
こ ば や し よ し お

　コシヒカリを50ヘクタール、大豆を20ヘクタール、酒米
を0.3ヘクタール栽培。契約しているほ場の農作業を10ヘ
クタール受託。

　父親が米栽培をしていたことから、小さい頃から稲刈り
などの手伝いをして米栽培に関わってきた小林さん。30
代の頃に本格的に米栽培を始め、平成8年には粟を、平成
15年には米を皇室に献上した。12年前に（有）小林農園
を設立し、塩田・西部・丸子地区のほ場で米、大豆栽培を行
っている。現在は妻と長男夫婦、長女、常時3人体制の従
業員の計8人で作業しており、農繁期や作業内容によって
は従業員を増員して対応している。塩田地区の米の生産
者でつくられるしおだ米プロ生産者部会に所属している。

（有）小林農園の米編

収 穫 作 業

小林　好雄さん(77)

　小林農園では、5月上旬から田植えをし、8月末～9月上旬頃
から収穫を行います。稲穂ができてからの1日の平均温度を足
していった合計が950℃で、稲穂が垂れ下がってきたら収穫時
期です。

　収穫時期になったら、収穫作業がしやすいように水田の水を抜いて地
面を乾かします。小林農園では水を抜いてから収穫までの間に雨が降っ
ても地面がぬかるまないように、20日前から水を抜き始めます。

ＪＡ信州うえだ　
塩田地区事業部　次長　
保坂　陽司さん

塩田地区事業部付
竹内　安奈さん

ＪＡ信州うえだ　
塩田地区事業部　次長　
保坂　陽司さん

塩田地区事業部付
竹内　安奈さん

収穫の前に水を抜きます

小林農園のハイテクコンバイン！

コンバインで収穫スタート！

収穫した米はライスセンターへ

　小林農園の水田はとても広いので、収穫にはコンバイン
を使います。今回は特別に、コンバインを操作しての収穫作
業を体験させていただきました。

JA

JA

JA

JA

地面が
ひび割れてる
ね～

黄金色で
とてもきれい！

JA

　うちのコンバインの中には、収穫した瞬間に米の
水分量・食味を解析できて、コンバインで刈り取った
米の収量もわかるものがあるんですよ。解析したデ
ータは自動的に会社のパソコンへ送られるので、と
ても便利です。

　収穫した米は、小林農園のライスセンターへ運ばれ、乾燥～袋詰め
作業を行います。ここには10台の乾燥機があり、1時間に約100ｔの
米を乾燥させることができます。

最近のコンバインは
進化してますね！
いや～びっくり！！

き、緊張する～！

1時間で100ｔ！？
すごい量ですね！！

上手いね～！
その調子！

袋詰め作業

詰めたら袋を縛ります

　乾燥やもみすりなどの工程が終わっ
た米は、米袋に詰めて出荷します。米袋
は袋の重さ込みで1袋30.5㎏入りで
すが、出荷の際に品質や成分などを検
査する米穀検査があるので、そこで使
う分を考慮して少し多めの30.8㎏を
米袋に詰めます。

　米を詰め終わったら、袋の中の空気を抜きながらし
っかり縛ります。縛り終わった米袋はパレットの上にき
れいに並べ、出荷所へ運びます。

ここで重さを
量りますJA

早速挑戦
してみよう！

JA

米袋が30.8㎏になると、出てくる米が自動で止まります。

レバーを下げるとお米が
出てくるんですね！

米の等級は出荷された米袋の
中に、水分量が14.5％前後で、
透き通ったきれいな形の米が何
％入っているかで決まります。

1等→70％以上
2等→60％以上
3等→45％以上

米の等級

JA

うまくでき
ないな～

どれ！一緒に
やってみよう！

JA

JA












